
昭
和
五
十
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二
月
二
十
三
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

八
） 

答

弁

第

八

号 

   

衆
議
院
議
員
玉
置
一
德
君
提
出
か
性
ソ
ー
ダ
の
製
法
転
換
の
進
ち
よ
く
状
況
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
七
六
第
八
号 

昭
和
五
十
年
十
二
月
二
十
三
日 

衆

議

院

議

長 
前 
尾 

繁 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

三 

木 

武 

夫 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
玉
置
一
德
君
提
出
か
性
ソ
ー
ダ
の
製
法
転
換
の
進
ち
よ
く
状
況
に
関
す
る
質
問
に
対 

す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

か
性
ソ
ー
ダ
の
水
銀
法
か
ら
隔
膜
法
へ
の
製
法
転
換
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
十
日
第
三
回
水

銀
等
汚
染
対
策
推
進
会
議
に
お
い
て
、
昭
和
五
十
年
九
月
末
ま
で
に
全
設
備
能
力
の
三
分
の
二
を
転
換
し
（
第

一
期
計
画
）
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
末
ま
で
に
原
則
と
し
て
残
り
の
施
設
に
つ
い
て
も
全
て
転
換
す
る
（
第
二
期

計
画
）
旨
の
方
針
を
決
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
製
法
転
換
の
実
施
を
指
導
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
第
一

期
計
画
に
つ
い
て
は
、 

(1) 

機
器
の
集
中
発
注
に
よ
る
納
期
の
遅
れ 

(2) 

隔
膜
法
設
備
の
建
設
に
伴
う
公
害
防
止
協
定
の
更
改
等
地
元
の
了
解
の
遅
れ 



二
に
つ
い
て 

(3) 
企
業
の
資
金
調
達
難 

政
府
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
計
画
の
実
施
が
遅
延
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
官
民
一
体
と
な
つ

て
実
施
の
促
進
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
現
在
の
見
通
し
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
末
ま
で
に
お
お

む
ね
六
割
程
度
の
転
換
が
可
能
と
な
り
、
大
勢
と
し
て
は
、
第
一
期
計
画
が
達
成
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い 

る
。 

等
の
理
由
か
ら
転
換
の
実
施
が
予
定
よ
り
遅
れ
、
昭
和
五
十
年
九
月
末
の
転
換
比
率
は
三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
程

度
に
と
ど
ま
つ
て
い
る
。 

第
二
期
計
画
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
か
性
ソ
ー
ダ
メ
ー
カ
ー
は
長
期
的
な
需
要
見
通
し
、
採
用
技
術
等
を
検

討
中
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
イ
オ
ン
交
換
膜
法
の
開
発
の
促
進
を
指
導
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
当
初
の

予
定
ど
お
り
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
末
ま
で
に
製
法
転
換
を
完
了
す
る
よ
う
指
導
す
る
方
針
で
あ
る
。 

四 

 



三
に
つ
い
て 

こ
の
よ
う
に
、
現
在
で
は
、
通
常
の
場
合
は
、
現
行
法
で
要
求
さ
れ
る
規
制
の
基
準
の
遵
守
に
は
、
ま
ず
問

題
が
な
い
と
考
え
る
が
、
こ
と
は
水
銀
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、
事
故
、
自
然
災
害
等
の
異
常
事
態
を
も
考
慮

す
る
と
、
代
替
技
術
も
開
発
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
在
、
水
銀
公
害
を
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
万
全
を
期
す
る
た

め
、
予
定
ど
お
り
製
法
転
換
を
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。 

か
性
ソ
ー
ダ
一
ト
ン
当
た
り
の
水
銀
消
費
量
は
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
化
の
完
了
等
に
よ
り
、
別
添
の
と
お
り
、
急

速
に
低
下
し
て
お
り
、
現
在
は
平
均
十
二
グ
ラ
ム
程
度
と
な
つ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
水
銀
は
、
主
と
し
て
廃
資

材
、
廃
ス
ラ
ッ
ジ
、
塩
水
マ
ッ
ド
等
に
混
入
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
固
形

化
を
行
う
等
法
に
定
め
ら
れ
た
適
正
な
処
分
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

水
銀
法
電
解
か
性
ソ
ー
ダ
工
場
は
す
べ
て
工
程
排
水
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
化
が
完
了
し
て
い
る
。 

か
性
ソ
ー
ダ
の
製
法
転
換
は
、
水
銀
公
害
の
防
止
に
万
全
を
期
す
る
と
の
観
点
か
ら
で
き
る
だ
け
早
期
に
行 

五 

 



四
に
つ
い
て 

そ
の
後
、
隔
膜
法
の
か
性
ソ
ー
ダ
の
品
質
問
題
が
需
要
業
界
か
ら
提
起
さ
れ
た
等
の
経
緯
が
あ
つ
た
が
、
幸

い
高
品
質
の
か
性
ソ
ー
ダ
の
生
産
を
可
能
と
す
る
イ
オ
ン
交
換
膜
法
の
技
術
開
発
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
が

第
二
期
転
換
の
中
心
技
術
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
予
定
ど
お
り
の
転
換
は
お
お
む
ね
可
能
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。 

ま
た
、
現
在
、
景
気
の
停
滞
か
ら
企
業
経
営
は
悪
化
し
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
開
銀
融
資
を
は
じ 

め
、
各
種
の
助
成
措
置
を
通
じ
て
、
転
換
を
行
う
企
業
の
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
企
業
が
予
定
ど
お
り
の
転
換

を
行
い
得
る
よ
う
配
慮
し
て
ま
い
り
た
い
。 

う
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
他
方
、
転
換
に
は
多
額
の
資
金
と
長
期
の
工
事
を
要
す
る
こ
と
等
を
配
慮
し
て
一
定

の
経
過
期
間
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
昭
和
五
十
二
年
度
末
ま
で
に
原
則
と
し
て
全
面
転
換
を

行
う
」
と
の
基
本
方
針
が
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

六 

 



五
に
つ
い
て 

昭
和
四
十
八
年
に
策
定
し
た
通
商
産
業
省
の
見
通
し
に
よ
れ
ば
、
昭
和
五
十
三
年
度
の
需
要
は
四
百
八
十
万

ト
ン
で
あ
る
が
、
そ
の
後
事
情
も
変
つ
て
い
る
の
で
、
現
在
需
要
見
通
し
の
改
訂
作
業
を
進
め
つ
つ
あ
り
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
第
二
期
計
画
の
能
力
に
つ
い
て
の
調
整
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い 

る
。 ア

ス
ベ
ス
ト
隔
膜
法
は
、
水
銀
法
に
比
較
す
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
点
に
お
い
て
は
、
電
解
電
力
は
少

な
く
て
済
む
が
、
濃
縮
工
程
が
必
要
と
な
る
た
め
、
全
体
と
し
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
や
や
多
く
な
る
。

大
気
汚
染
の
点
に
お
い
て
は
、
濃
縮
工
程
の
ボ
イ
ラ
ー
か
ら
い
お
う
酸
化
物
、
窒
素
酸
化
物
等
が
排
出
さ
れ
る 

製
法
転
換
を
当
初
計
画
ど
お
り
行
う
と
す
れ
ば
、
昭
和
五
十
二
年
度
末
の
か
性
ソ
ー
ダ
の
供
給
能
力
は
約
五

百
八
十
万
ト
ン
／
年
に
な
る
が
、
第
一
期
計
画
の
実
施
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、
企
業
が
作
成
す
る
第
二
期
計

画
の
供
給
能
力
は
、
こ
れ
を
下
回
る
も
の
と
な
る
よ
う
手
直
し
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

七 

 



六
に
つ
い
て 

こ
の
よ
う
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
隔
膜
法
に
つ
い
て
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
点
に
お
い
て
は
や
や
劣
つ
て
い
る 

が
、
大
気
汚
染
、
労
働
衛
生
等
の
点
に
お
い
て
は
問
題
が
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
他
方
、
水
銀
法
に
つ
い
て

は
、
上
述
の
と
お
り
、
水
銀
公
害
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
更
に
万
全
を
期
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
考
慮

す
れ
ば
、
予
定
ど
お
り
製
法
転
換
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
第
二
期
計
画
に
お
い
て
は
、
イ
オ

ン
交
換
膜
法
が
中
心
に
な
る
と
予
想
さ
れ
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
で
も
、
ア
ス
ベ
ス
ト
隔
膜
法
よ
り
も
更
に
問

題
が
少
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

労
働
衛
生
の
点
に
お
い
て
は
、
本
年
十
月
か
ら
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
規
制
の
強
化
が
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
遵
守
す
る
こ
と
に
よ
り
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
労
働
衛
生
問
題
は
解
決
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

が
、
大
気
汚
染
防
止
法
等
の
規
制
を
遵
守
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
害
問
題
を
生
ず
る
こ
と
は
な
い
。 

水
銀
法
、
ア
ス
ベ
ス
ト
隔
膜
法
以
外
の
新
技
術
と
し
て
、
イ
オ
ン
交
換
膜
法
の
技
術
開
発
が
旭
化
成
工
業

(株 )
、 

八 

 



七
に
つ
い
て 

昭
和
五
十
年
七
月
十
八
日
ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
社
か
ら
ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
日
本

(株 )
の
定
款
を
変
更
し
、
事
業
目

的
に
「
塩
素
・
か
性
系
製
品
、
塩
素
誘
導
品
、
農
業
用
化
学
品
及
び
そ
の
配
合
品
、
熱
硬
化
性
樹
脂
、
オ
レ 

フ
ィ
ン
及
び
そ
の
製
造
時
の
副
産
物
等
の
化
学
品
の
製
造
」
を
追
加
す
る
旨
の
承
認
申
請
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
、

塩
素
・
か
性
系
製
品
以
外
の
品
目
の
製
造
に
つ
い
て
は
、
去
る
十
月
二
十
七
日
付
け
で
承
認
を
行
つ
た
。 

旭
硝
子

(株 )
等
数
社
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
う
ち
、
旭
化
成
工
業

(株 )
に
お
い
て
は
、
イ
オ
ン
交
換
膜
法
技
術
は
既
に
実
用
化
の
段
階
に
あ
り
、

本
年
四
月
か
ら
同
社
の
実
用
プ
ラ
ン
ト
で
か
性
ソ
ー
ダ
の
商
業
生
産
を
行
つ
て
い
る
。
そ
の
他
の
企
業
に
お
け

る
イ
オ
ン
交
換
膜
法
技
術
は
未
だ
工
業
化
試
験
の
段
階
で
あ
る
が
、
旭
硝
子

(株 )
は
、
明
年
三
月
頃
に
は
試
験
結

果
の
発
表
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
明
年
後
半
に
は
複
数
企
業
に
よ
る
イ
オ
ン
交
換
膜
法
技
術
の
実
用
化

が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

九 

 



塩
素
・
か
性
系
製
品
の
製
造
に
つ
い
て
は
、
ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
社
の
計
画
に
よ
れ
ば
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら

五
十
七
年
に
か
け
て
塩
素
生
産
能
力
三
十
六
万
ト
ン
／
年
の
設
備
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
、
我
が
国
の
ソ
ー
ダ
工
業
は
、
現
在
、
巨
額
の
設
備
投
資
を
要
す
る
製
法
転
換
を
実
施
中
で
、
企
業
の

体
質
が
著
し
く
弱
体
化
し
て
お
り
、
卓
越
し
た
企
業
力
、
技
術
力
を
有
す
る
ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
社
の
対
日
進
出

の
形
態
い
か
ん
に
よ
つ
て
は
我
が
国
ソ
ー
ダ
業
界
の
受
け
る
影
響
が
深
刻
と
な
り
、
ひ
い
て
は
転
換
の
遅
延
か

ら
公
害
問
題
に
も
深
刻
な
影
響
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

今
後
の
進
め
方
と
し
て
は
、
転
換
計
画
に
そ
ご
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、
将
来
の
需
給
動
向
、
イ
オ
ン
交
換
膜

法
等
の
新
技
術
の
開
発
状
況
等
を
見
極
め
つ
つ
、
関
係
者
が
相
互
に
納
得
し
得
る
よ
う
な
解
決
策
を
可
及
的
速

や
か
に
打
ち
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 
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